
ハ
ン
ブ
ル
グ
大
学
教
授
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
博
士
は
去
る
九
月
五
日
ネ
・
ハ
ー

ル
に
て
、
四
十
歳
の
若
さ
を
以
て
容
死
さ
れ
た
こ
と
は
世
界
学
界
に
と
っ

て
最
も
衷
し
む
べ
き
悲
報
で
あ
る
。
彼
の
二
回
目
の
ネ
パ
ー
ル
探
検
で
あ

っ
た
標
高
千
五
百
米
の
山
上
で
心
臓
障
害
の
た
め
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

博
士
は
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
に
於
て
、
ワ
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ド
博
士
の
研

究
に
協
力
し
つ
つ
法
句
経
に
関
す
る
進
大
な
名
著
梵
文
口
５
口
ゆ
く
自
彊

二
巻
を
世
に
出
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
今
後
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
研
究
を

出
版
す
べ
く
幾
多
の
資
料
を
整
理
し
て
い
た
。
ネ
パ
ー
ル
行
き
も
そ
の
た

め
で
あ
っ
た
。
私
の
ハ
ン
ブ
ル
グ
大
学
に
於
け
る
在
職
問
（
一
九
六
六
’

六
七
）
常
に
良
き
同
僚
で
あ
り
畏
友
と
も
な
り
、
互
に
講
義
に
出
席
し
合

っ
て
い
た
間
柄
で
あ
っ
た
た
め
ひ
と
し
お
人
間
的
悲
嘆
を
も
痛
感
す
る
。

学
的
功
績
は
ウ
ダ
ー
ナ
ブ
ル
ガ
二
巻
の
外
、
幾
多
の
論
文
を
名
声
の
高
い

学
術
書
に
掲
載
し
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
な
お
別
の
機
会
に
詳
し
く

紹
介
し
て
偉
業
を
た
た
え
た
い
。
今
は
た
だ
彼
の
悲
報
を
伝
え
る
だ
け
で

あ
る
。本

学
の
田
端
哲
哉
君
は
三
ヶ
年
の
予
定
で
当
大
学
に
留
学
し
て
い
る
。

Ｉ
ｆ
、
ｆ
、
グ
ー
ノ
ー
Ｊ
１
、
く
ｑ
Ｊ
１
１
ｌ
ｊ
１
ｆ
１
ｒ
１
Ｔ
ｆ
４
ｑ
ノ
ｈ
ｑ
ノ
、
ノ
ー
，
１
１
く
、
ノ
ｑ
、
ｆ
、
ｆ

海
外
学
界
ニ
ュ
ー
ス

ｑ
ノ
ー
ノ
“
、
〃
ｉ
ｆ
１
〃
ｌ
■
Ｊ
ｑ
Ｉ
ｆ
ｈ
１
ｆ
１
ｆ
、
ノ
ー
ノ
色
、
ｒ
、
‐
ｆ
、
グ
、
Ｊ
Ｉ
１
ｒ
、
ｆ
、
〃
ｔ
、
Ｊ
ｑ
１
ｆ
ｌ

１
１
、
‐
，
Ｉ
ｐ
，
‐
１
吋
●
１
Ｊ
‐
‐
‐
４
４
‐
１
０
●
Ｊ
踊
り
ｈ
ｑ
１
‐
４
Ｆ
川
Ⅵ
ｒ
‐
Ｍ
Ｉ
Ｊ
“
．
７
団
●
０
Ｔ
ｂ
吟
■
旧
‐
‐
Ｔ
咽
び
ｆ
，
ザ
．
‐
Ｉ
凸
叩
ｉ
ｆ
・
今
Ｏ
ｐ
ｊ
ｊ
ｆ
凸
も
上
。
。
■
ｑ
ｔ
Ｐ
Ｉ
に
ｆ
■
Ｊ
り
。
Ｋ
・
伽
暉
０
Ｊ
町
制
山

需
へ
ル
ン
ハ
ル
ト
博
士
の
客
死
を
悼
む

佐
々
木
現
順

田
端
君
の
助
力
で
詳
細
を
知
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
悲
報
を
も
た
ら
せ

ら
れ
た
時
、
ハ
ン
ブ
ル
グ
大
学
研
究
室
員
の
集
会
で
、
ア
ル
ド
ル
フ
博
士

は
心
か
ら
そ
の
死
を
い
た
み
「
ド
イ
ツ
の
佛
教
学
の
名
声
を
全
ヨ
ー
ロ
ッ

．
〈
に
高
か
ら
し
め
た
の
は
ま
さ
に
ハ
ン
ブ
ル
グ
大
学
で
あ
り
、
そ
の
中
心

人
物
た
る
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
で
あ
っ
た
」
と
涌
恨
の
情
を
吐
露
し
た
と
い
う
。

彼
と
私
は
い
つ
も
「
佛
教
学
に
チ
、
、
ヘ
ッ
ト
人
を
入
れ
、
パ
ー
リ
を
拡
大
し
、

佛
教
学
の
中
心
と
し
た
い
」
と
語
り
合
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
私
が
去

っ
た
後
、
彼
は
そ
れ
を
実
践
に
う
つ
し
て
く
れ
た
。
即
ち
、
直
に
チ
ゞ
ヘ
ッ

ト
学
者
を
招
き
入
れ
、
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
・
梵
語
・
パ
ー
リ
・
漢
訳
を
本
国
人
の

語
学
力
で
読
破
し
う
る
学
者
、
又
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
専
門
学
者
を
集
め

る
に
成
功
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
佛
教
学
の
基
礎
を
作
っ
た
。
一
九
七
○
・
七

一
年
度
の
講
義
に
は
冒
旨
日
切
宮
》
日
鴨
こ
］
ｇ
目
或
は
梵
巴
の
↓
、
ハ

ー
パ
リ
’
一
ル
ブ
ー
ナ
ス
ー
ト
ラ
、
入
菩
提
行
論
、
囚
〕
四
昌
冨
ぐ
制
更
に

ぐ
購
且
（
旨
日
、
握
噌
及
び
コ
ノ
ビ
ダ
ル
マ
佛
教
研
究
」
ま
で
講
義
中
に
入

れ
て
い
る
。
原
始
経
典
中
心
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
ア
ビ
ダ
ル
マ
研
究
を
主
題

と
し
て
挙
げ
る
に
至
っ
た
こ
と
は
最
初
の
こ
と
で
あ
り
、
今
後
、
国
際
的

佛
教
学
の
向
う
と
こ
ろ
を
我
《
々
に
指
向
し
て
く
れ
た
も
の
と
言
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。
博
士
は
そ
の
若
い
一
生
を
法
句
経
研
究
に
捧
げ
た
。
そ
の
法
句

経
の
中
か
ら
一
句
を
引
用
し
て
以
て
畏
友
書
へ
ル
ン
ハ
ル
ト
博
士
に
捧
げ
合

せ
て
我
々
後
学
の
覚
悟
と
し
た
い
・

彼
の
賢
く
、
智
あ
る
、
多
く
学
べ
る
、
忍
辱
な
る
、
戒
を
具
せ
る
、

聖
き
、
そ
の
よ
う
な
善
土
総
慧
者
に
随
う
ゞ
へ
し
、
月
の
星
宿
を
行
く

が
如
く
（
二
○
八
偶
）
。
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